


























　近医で湿疹と言われ外用療法を行いましたがよくならないため、大学病院の皮膚科を受診しました。    医
師「今日はどうされましたか？」  松本「最近体中がかゆいんです。」    ―診察後―    医師「最近力が入
りにくかったり、関節が痛いことはありませんか？」  松本「そう言われてみると、疲れやすくなりました。
階段を上がるのがしんどく、指の関節が痛いこともあります。」    皮膚以外の症状も聞かれ、松本さんは困
惑しました。    医師「見ただけでは診断がつかないので、膝の赤くなっているところから皮膚を取って調べ
てみまし       ょう。」  松本「皮膚をとると何がわかるのですか？皮膚を取るってどうやってやるんです













医師「胃の内視鏡で胃にできものが見つかりました。」  松本「えっ それは癌ですか？」  医師「生検の結
果、異常な細胞がみられており、癌と判断しました。内臓の病気を皮膚が教えてくれたんですね。」  松本
「どうしたらいいんでしょうか？」  医師「まずは胃の治療を計画しましょう。それでよくならない場合、追
加の治療をするかもしれません。」  松本さんは皮膚が赤くなって受診しただけなのに、胃にも病気がみつ
かって動揺してしまいました。また、今後の治療のことが不安になってしまいました。
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松本さんは胃病変部発見後速やかに手術を受けました。  術後、皮膚症状、筋酵素値、関節症状および検査所
見は改善傾向にあり、追加の治療は行わず経過をみているところです。
